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柳
川
家
文
書
に
よ
る
華
岡
青
洲
系
譜
の
検
証

〔
要
旨
〕
著
者
ら
は
、
呉
秀
三
あ
る
い
は
森
慶
三
ら
が
華
岡
青
洲
を
研
究
し
た
著
書
の
中
で
、
「
華
岡
青
洲
の
末
の
妹
が

嫁
し
た
」
と
書
い
た
和
歌
山
県
海
南
市
黒
江
に
あ
る
柳
川
家
の
十
二
代
目
と
十
一
代
目
当
主
で
あ
る
。
当
家
に
残
さ
れ

た
古
文
書
か
ら
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

１
、
華
岡
青
洲
の
末
妹
（
二
代
目
華
岡
随
賢
の
四
女
）
が
柳
川
家
に
嫁
に
来
た
と
い
う
事
実
は
無
い
。

２
、
黒
江
川
端
家
の
子
女
「
も
と
」
（
華
岡
青
洲
の
三
女
「
於
栄
」
の
娘
）
が
六
代
目
柳
川
平
兵
衛
に
嫁
い
で
き
た
、

３
、
五
代
目
華
岡
随
賢
の
養
女
「
楠
乃
」
が
七
代
目
柳
川
平
兵
衛
に
嫁
い
で
き
た

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
華
岡
青
洲
、
華
岡
家
系
譜
、
柳
川
家
系
譜
、
川
端
も
と
、
華
岡
楠
乃

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
三
巻
第
二
号
平
成
十
九
年
二
月
七
日
受
付

平
成
十
九
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
九
年
四
月
八
日
受
理

２

柳
川
泰
彦
・
柳
川
和
一
郎

、
柳
川
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

別
柳
川
家
十
一
代
目
当
主
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吾
ｊ
）
う
り
）

松
木
は
、
青
洲
の
末
妹
あ
る
い
は
そ
の
三
女
が
そ
れ
ぞ
れ
「
黒
江
町
柳
川
氏
」
「
黒
江
町
川
端
氏
」
に
嫁
し
た
と
の
記
述
か
ら

（
４
）

和
歌
山
県
海
南
市
黒
江
に
着
目
、
二
度
に
わ
た
り
現
地
を
訪
れ
川
端
家
の
過
去
帳
の
調
査
を
行
な
い
「
華
岡
青
洲
の
系
譜
的
研
究
」

を
著
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
副
題
を
「
和
歌
山
県
海
南
市
の
川
端
家
、
柳
川
家
の
調
査
か
ら
」
と
し
な
が
ら
も
一
度
も
当
柳
川
家

（
Ｊ
ｘ
４
）

松
木
は
青
洲
の
三
女
に
つ
い
て
、
華
岡
家
菩
提
寺
の
過
去
帳
と
嫁
ぎ
先
で
あ
る
和
歌
山
県
海
南
市
黒
江
の
川
端
家
の
調
査
を
通

じ
て
、
そ
の
名
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
青
洲
の
末
妹
の
婚
姻
に
関
し
て
、
従
来
の
説
を
否
定
す
る
知
見
そ
の
他
を
得
た
と

し
た
が
、
そ
の
手
法
は
満
足
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

（
口
Ｊ
）
（
《
い
〉

著
者
ら
は
、
呉
あ
る
い
は
森
ら
が
著
書
の
中
で
「
青
洲
の
末
の
妹
が
嫁
し
た
」
と
記
し
た
柳
川
家
の
十
二
代
目
と
十
一
代
目
当

主
で
あ
り
、
現
在
も
和
歌
山
県
海
南
市
黒
江
に
居
住
し
て
い
る
。
当
家
に
残
さ
れ
た
文
書
の
中
に
は
華
岡
家
と
の
交
流
に
触
れ
た

物
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
こ
の
機
会
を
捉
え
て
当
家
と
華
岡
家
の
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
あ
っ

た
誤
謬
あ
る
い
は
松
木
の
主
張
の
誤
解
部
分
を
正
す
と
と
も
に
、
系
譜
の
不
明
部
分
を
埋
め
る
こ
と
に
よ
り
青
洲
研
究
の
一
助
と

な
れ
ば
と
考
え
た
。

華
岡
青
洲
（
三
代
目
随
賢
、
以
下
単
に
青
洲
）
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
系
譜
に
関
す
る
検
討

（
１
）

（
リ
』
）

は
、
呉
の
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
を
大
本
と
し
て
、
森
ら
の
「
医
聖
華
岡
青
洲
」
に
お
い
て
若
干
の
補
正
が
加
わ
り

確
定
し
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
な
お
女
子
の
係
累
に
関
し
て
は
不
明
な
点
も
多
く
、
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い

ハ二
、
松
木
の
主
張

一
、
は
じ
め
に
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を
訪
問
、
あ
る
い
は
当
家
の
文
書
原
典
に
当
る
こ
と
な
く
自
説
を
展
開
し
、

１
、
青
洲
の
末
妹
（
二
代
目
随
賢
の
四
女
）
が
黒
江
柳
川
家
に
嫁
し
た
事
実
は
な
い
。

２
、
黒
江
川
端
家
に
嫁
し
た
青
洲
三
女
「
於
栄
」
の
子
「
も
と
」
が
柳
川
家
に
嫁
し
た
。

３
、
「
於
栄
」
が
嫁
し
た
相
手
は
「
川
端
六
右
衛
門
稠
宣
」
で
は
な
く
「
六
左
衛
門
元
宣
」
で
あ
り
、
仁
井
田
好
古
の
撰
に
よ

る
「
青
洲
先
生
墓
碑
銘
」
に
書
か
れ
た
「
元
宣
」
を
「
稠
宣
」
と
し
た
誤
伝
は
柳
川
家
か
ら
出
た
可
能
性
が
高
い
。

４
、
七
代
目
柳
川
和
一
郎
の
妻
「
楠
乃
」
が
華
岡
随
賢
方
か
ら
嫁
し
た
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。

呉
は
「
青
洲
先
生
ノ
兄
弟
」
に
つ
い
て
、
「
青
洲
先
生
兄
弟
四
人
ア
リ
ｃ
」
と
記
し
、
男
兄
弟
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
が
、

（
【
ｊ
）

言
Ｊ
）

姉
妹
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
家
系
図
の
中
で
四
人
の
妹
（
た
ね
、
お
勝
、
小
陸
、
女
）
に
触
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
、

森
ら
は
「
青
洲
の
弟
と
妹
」
の
項
で
、
「
二
代
目
随
賢
と
そ
の
妻
於
継
と
の
間
に
は
四
男
四
女
が
あ
り
、
青
洲
は
そ
の
長
子
で
あ
つ

（
８
｝

た
。
」
と
し
、
四
人
の
妹
に
つ
い
て
は
お
勝
、
小
陸
、
た
れ
、
女
の
順
に
記
述
し
て
い
る
。
何
れ
の
文
献
で
も
末
妹
に
つ
い
て
は

名
、
生
没
年
不
詳
と
し
な
が
ら
「
黒
江
町
柳
川
氏
二
嫁
ス
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
発
刊
年
度
か
ら
考
え
て
呉
の
記
述
が
元
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
は
こ
の
注
記
の
出
典
に
就
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
自
ら
が
そ
の
序
文
に
「
本
耆
編
募
に
つ
い
て

は
華
岡
家
は
勿
論
の
こ
と
、
．
：
中
略
…
家
系
上
の
関
係
・
学
統
上
の
関
係
、
乃
至
は
取
り
調
べ
に
便
宜
な
る
地
方
に
住
居
せ
ら
る

（
９
）

る
関
係
の
方
々
」
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際
に
提
供
さ
れ
た
資
料
の
中
に
「
青
洲
の
末
妹
が

柳
川
家
に
嫁
し
た
」
と
の
記
録
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
し
た
ｃ

三
、
青
洲
の
末
妹
（
二
代
目
随
賢
の
四
女
）
に
つ
い
て

こ
の
一
点
ず
つ
に
つ
い
て
、
当
家
の
文
書
を
基
に
検
証
す
る
、
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し
か
し
、
当
時
も
現
在
も
和
歌
山
県
海
南
市
黒
江
に
柳
川
家
は
当
家
一
軒
の
み
で
あ
り
、
当
家
歴
代
の
記
録
文
書
中
に
「
青
洲

の
末
妹
が
嫁
い
で
き
た
」
と
い
う
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
Ⅱ
）

こ
の
こ
と
を
松
木
は
、
「
そ
の
系
図
を
通
覧
し
て
も
呉
秀
三
や
森
慶
三
の
記
す
よ
う
な
人
物
は
披
見
さ
れ
な
い
ｃ
」
と
書
い
た
が
、

（
Ⅲ
）

こ
れ
は
十
一
代
目
当
主
柳
川
和
一
郎
の
著
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
柳
川
家
系
譜
を
参
照
し
た
に
過
ぎ
ず
、
余
り
に
単
純
に
過
ぎ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
当
家
の
文
書
に
よ
り
検
証
を
試
み
る
。
二
代
目
随
賢
に
は
青
洲
を
筆
頭
に
四
男
四
女
が
あ
り
、
「
華
岡
一
族

｛
昭
）

総
合
系
譜
」
に
よ
れ
ば
青
洲
、
お
勝
、
小
陸
、
治
兵
衛
は
一
七
六
○
年
か
ら
一
七
六
六
年
に
か
け
て
出
生
し
た
こ
と
が
判
明
し
て

お
り
、
一
時
を
開
け
て
生
ま
れ
た
三
男
良
応
二
七
七
五
年
出
生
）
と
末
子
の
鹿
城
二
七
七
九
年
出
生
）
の
間
に
、
生
没
年
不

詳
の
た
れ
（
三
女
）
と
四
女
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
「
黒
江
町
柳
川
氏
二
嫁
」
し
た
と
さ
れ
る
四
女
（
青
洲

の
末
妹
）
は
一
七
七
七
年
前
後
の
出
生
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
青
洲
末
妹
の
生
き
た
時
代
に
対
応
す
る
当
家
の
系
譜
を
見
る
と
、

四
代
目
平
兵
衛
二
七
六
六
～
一
八
二
二
年
）
と
そ
の
子
ら
の
時
期
に
該
当
す
る
。
四
代
目
平
兵
衛
に
は
妻
「
お
為
」
二
七
七

五
～
一
八
五
六
年
）
が
お
り
、
十
二
人
の
子
を
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
洲
末
妹
が
四
代
目
平
兵
衛
に
嫁
い
で
来
た
こ
と
は
否

蕊
舜
甥
蕊
。
溌
轆

与
酬
曲
、
剛
‐
．
憩
酔
団
閂
‐
．
函
‐
梠
品
‐
閉
隙
》
ご
臨
群
騨
碓
唯
鮮
唖
隈
磨

議
識
蕊
議

図1「日家栄』表紙

こ
と
か
ら
、
青
洲
末
妹
が
四
代
目
平
兵
衛
に
嫁
い
で
来
た
こ
と
は
否

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
柳
川
家
に
は
四
代
目
平
兵
衛
以
外
に
結
婚

適
齢
期
の
男
性
は
い
な
い
。
さ
ら
に
四
代
目
の
子
供
た
ち
の
多
く
は

天
逝
し
て
お
り
、
成
人
ま
で
成
長
し
た
者
は
四
人
、
内
三
人
は
女
子

で
あ
り
、
五
代
目
と
な
る
長
之
助
の
み
が
男
子
で
あ
る
が
文
化
三
年

（
一
八
○
六
年
）
生
ま
れ
で
あ
り
、
青
洲
末
妹
の
結
婚
相
手
と
は
な

（
川
）

り
得
な
い
。

以
上
よ
り
、
青
洲
の
末
妹
（
二
代
目
随
賢
の
四
女
）
が
柳
川
家
に

嫁
し
た
と
い
う
事
実
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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鱗
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＃
霧
鍔
輝
鍛
錬
謹
蕊

溌
癖
貿
懸
繍
巍
響
鐵

愛
》
灘
辮
鎚
識
塞 瀞

簿
辮
簿
識
鋸
蛎
溌
嬢
韓
識
蕊

鱗；
図2「日家栄』

「五代目平兵衛子息改名加左衛

門可保（五代目主の改名）総領

男子信太郎癸巳天保四（年）

九月二十八日誕生也昼八ツ時」

とある。（）内は著者註。

図3「日家栄』

六代目に関する記事として「五代

主平兵衛長男俗称宗太郎行

歳六十三年」とある。図2の記

述との対照により、信太郎と宗太

郎が同一人物であるのが分かる。

松
木
は
、
青
洲
の
三
女
「
於
栄
」
が
海
南
市
黒

江
川
端
家
に
嫁
し
一
男
三
女
を
設
け
、
「
第
四
子

は
『
も
と
』
で
三
女
で
あ
る
。
こ
の
『
も
と
』
が

（
川
）

同
じ
く
黒
江
柳
川
家
に
嫁
し
た
と
い
う
ｃ
」
と
書

い
た
が
、
こ
れ
は
正
し
い
。

「
も
と
」
が
嫁
い
だ
の
は
六
代
目
平
兵
衛
柳
川

（
Ⅲ
）

信
太
郎
で
あ
る
。
当
家
の
過
去
帳
「
日
家
栄
」

（
図
１
）
に
よ
る
と
信
太
郎
は
天
保
四
年
（
一
八

三
三
年
）
生
ま
れ
で
あ
り
、
元
服
し
た
後
に
「
宗

太
郎
」
と
号
し
た
（
図
２
，
３
）
。

「
も
と
」
も
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
信
太
郎
の
結
婚
相
手
と
し
て
妥

当
な
年
齢
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
日
家
栄
」

の
「
も
と
」
に
関
す
る
記
録
の
中
で
六
代
主
人
宗

太
郎
の
妻
で
あ
り
、
川
端
六
左
衛
門
の
娘
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
図
４
）
。
他
に
、
当
家

四
、
青
洲
三
女
「
於
栄
」
の
子

「
も
と
」
に
つ
い
て
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｛
Ｍ
）

松
木
は
「
於
栄
」
が
嫁
し
た
相
手
は
、
森
ら
の
言
う
「
川
端
六
右
衛
門
稠
宣
」
で
は
な
く
「
六
左
衛
門
元
宣
」
が
正
し
く
、

五
、
「
川
端
六
右
衛
門
稠
宣
」
あ
る
い
は
「
六
左
衛
門
元
宣
」
に
つ
い
て

蕊
図4『'三I家栄』

「樺妙元六代主人宗太郎妻

俗名おもと但シ本村川端六

左衛門娘（明治四十四年）九月

二十三'二l夜八時死去ス」とある。

に
残
る
「
御
祝
儀
受
納
」
帳
（
図
５
）
に
は
、
嘉
永
三

年
（
一
八
五
○
年
）
九
月
十
九
日
の
二
人
の
祝
言
の
際

の
祝
儀
や
支
払
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
、
黒
江
川
端
家
の
子
女
「
も
と
」
が
柳
川

家
に
嫁
し
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
当
家
の
記
録
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
。

唖
寿
戸
侯

図5『御祝儀受納』

’帳表紙
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図7 仁井田好古撰『青洲先生墓碑銘』

拓本 (部分)

左から 3行自上より、「次女川

端綱宣ニ適ゥ」と読める 。松

木は「開宣」が誤伝であると

しながら、「次女jと自説との

組踊については言及していな

い。左端に建立時期「天保六

年歳在乙未冬十二月Jが刻ま
れている。

図6 仁井田好古撰

『青洲先生墓碑銘J拓本(柳川家蔵)

「
六
左
衛
門
」
を
「
六
右
衛
門
」

と
し
た
の
は
単
な
る
誤
り
で
あ

り
、
仁
井
田
好
古
の
撰
に
よ
る

「
青
洲
先
生
墓
碑
銘
」
(
図

6
、

7
)
に
書
か
れ
た
名
「
桐
宣
」

は
「
元
宣
」
の
誤
伝
で
あ
る
と

し
た
。そし
て
、

さ左
れ衛
て門
い桐一
井、 11 回一，

J二)壬 i王山

~ '~釈ヨ
に止にま
普と日系
?記端譜
v 載六の

「
も
と
」

「
前
述
し
た
よ
う

に
『
六
左
衛
門
調
官
一
』
と
い
う

人
物
は
お
ら
ず
、
こ
れ
は
全
く

の
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の

で
、
『
も
と
』
は
『
元
宣
』
の

末
娘
で
あ
る
。
こ
れ
が
誤
っ
て

華
同
家
に
も
伝
え
ら
れ
、
且
八
や

森
ら
の
著
書
に
誤
っ
た
記
述
が

自
説
の
中
で
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さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
川
端
家
か
ら
は
誤
っ
た
情
報
が
出
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
柳
川
家
か
ら
こ
の
誤
っ

｛
Ⅱ
）

た
情
報
が
出
た
可
能
性
が
高
い
。
」
と
言
い
切
っ
た
ｃ

と
こ
ろ
が
、
松
木
の
案
に
相
違
し
て
、
「
も
と
」
の
注
釈
に
あ
る
「
稠
宣
」
の
名
は
、
こ
の
系
譜
を
作
成
す
る
際
、
十
一
代
目

（
Ⅱ
）

当
主
柳
川
和
一
郎
が
仁
井
田
好
古
の
墓
碑
銘
（
図
７
）
並
び
に
森
ら
の
青
洲
系
譜
を
参
照
し
て
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
先

ず
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
前
項
で
も
触
れ
、
「
六
、
『
楠
乃
』
に
つ
い
て
」
の
項
で
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
家
の
文
書

に
「
も
と
」
の
父
親
「
川
端
六
左
衛
門
」
の
記
述
が
数
箇
所
に
見
ら
れ
る
が
、
「
六
左
衛
門
」
で
あ
り
「
六
右
衛
門
」
と
い
う
認

識
は
無
い
。
ま
た
、
何
れ
も
通
り
名
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
名
前
「
稠
宣
」
あ
る
い
は
「
元
宣
」
ま
で
つ
け
た
例
は
無
い

続
い
て
時
間
的
な
経
過
に
従
っ
て
検
討
し
、
当
家
が
こ
の
誤
伝
の
発
信
源
と
な
り
え
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
ｃ
先
ず
、
天
保
六

年
（
一
八
三
五
年
）
十
月
二
日
に
青
洲
が
死
去
し
た
後
、
同
年
ト
ー
月
に
仁
井
田
好
古
の
撰
に
よ
る
「
吉
洲
先
生
墓
碑
銘
」
が
刻

ま
れ
た
墓
が
建
立
さ
れ
て
い
る
ｃ
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
青
洲
末
妹
は
柳
川
家
に
嫁
い
で
お
ら
ず
、
こ
の
時
点
で
華
岡
家
と

当
家
の
音
信
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
六
代
目
平
兵
衛
柳
川
信
太
郎
と
「
川
端
も
と
」
の
結
婚
は
、
墓
の
建
立
か
ら
十
五
年
経
過

し
た
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
年
）
九
月
十
九
日
で
、
こ
こ
で
初
め
て
川
端
家
を
通
じ
て
華
岡
家
と
の
外
戚
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
当
家
を
通
じ
て
川
端
家
の
情
報
が
華
岡
家
に
流
れ
る
可
能
性
は
皆
無
と
考
え
ら
れ
る
ｃ

即
ち
、
当
家
が
「
稠
宣
」
誤
伝
の
元
で
あ
る
と
す
る
松
木
の
説
は
当
ら
な
い
。

六
代
目
平
兵
衛
が
記
し
た
家
記
「
家
故
録
」
（
図
８
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
年
（

「
同
年
秋
九
月
十
九
日
婚
礼
華
岡
随
賢
養
女
楠
乃

年
十
七
成
者
を
要
り
長
子
和
一
郎
に
妻
寿
引
越
之
夜

六
、
「
楠
乃
」
に
つ
い
て

八
七
一
年
）
の
記
事
に
、
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蕊
》
蕊
罐
蕊
織
識
蕊
蕊
蕊
蕊
錘
蕊
騨
溌
溌
織
蕊
蕊

蝋
蕊

灘

蕊

篝
…

直
に
阿
楠
と
あ
ら
多
免
申
候
」

と
あ
る
（
図
９
）
。
こ
こ
で
言
う
華
岡
随
賢
は
五
代
目
随
賢
〈
雲

識
平
）
で
あ
る
。
ま
た
、
「
楠
乃
」
と
は
和
歌
山
市
内
に
在
っ
た
榎

副
本
家
の
子
女
で
あ
り
、
和
一
郎
は
後
の
七
代
目
平
丘
〈
衛
の
こ
と

故

で
あ
る
ｃ
森
ら
に
よ
る
と
、
五
代
目
随
賢
に
は
天
折
し
た
一
児

家
｛
胴
）

Ｉ
以
外
に
一
男
一
女
が
あ
っ
た
ｃ
が
、
し
か
し
、
如
何
な
る
理
由

８図
が
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
五
代
目
随
賢
は
当
時
十
七
歳
の

「
楠
乃
」
を
養
女
と
し
、
こ
れ
が
和
一
郎
（
当
時
二
十
歳
）
の
と

こ
ろ
へ
嫁
に
来
て
、
婚
礼
の
日
に
「
阿
楠
」
に
名
を
改
め
た
と

い
う
記
録
で
あ
る
ｃ

述
載
記
記
こ
の
「
楠
乃
（
阿
楠
こ
は
二
女
「
ひ
ろ
」
と

て
る
（
Ⅱ
）

し
す
「
ま
き
」
を
設
け
た
が
、
夫
和
一
郎
が
当
時
和
歌
山

関
関
に
に
県
下
各
所
で
発
生
し
海
草
郡
里
江
町
で
も
猛
威
を

事
ｊ
↓
Ⅱ
）

と
乃
振
る
っ
た
「
虎
列
刺
」
に
罹
患
、
明
冶
十
二
年

１
．
南

出
る
Ⅳ

（
一
八
七
九
年
）
七
月
十
九
日
に
二
十
九
才
の
若
さ

の
あ
《
｝

翻
咋
鉦
御
註
で
死
亡
し
た
た
め
、
↓
一
児
を
残
し
て
実
家
へ
↓
民
り
、

侭
咋
唾
婦
”
後
日
、
和
歌
山
在
の
「
し
ろ
が
ね
屋
池
田
家
」
へ

再
嫁
し
た
。

９図

因
み
に
「
楠
乃
」
と
和
↓
郎
の
幡
礼
の
状
況
を
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議
|磯

:1蕊
:ijip#
歴噂‘
鰹日_･''L-昌一_'』'蝿:IIIIL’'

蕊訂■
図10「色直し盃順』

右から、「華岡随賢、川端六左衛門、谷井宗右衛門（川端六左衛門後妻る以

の里方)、｜嶋屋久兵衛（仲人か)、嫁お楠、榎本氏母（お楠の母)、華岡お

徳（雲平の姉)、同娘子(雲平の妹か)、川端おる以、谷井多紀（る以の里

方)、｜鳴本さき（仲人の妻か)、柳川主人、柳川もと、華岡保吉（婿の弟柳川

保吉の誤記か詳細は不明)、柳川むら（婿の妹)、同和一郎（婿本人)、

右」以下、…明治四年辛未九月吉日柳川和一郎婚礼諸事覚九月十六日吉

辰二付事初記載…と続く。

我
々
は
こ
れ
ま
で
、
当
家
の
記
録
か
ら
青
洲
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と

を
自
覚
し
て
お
り
、
呉
や
森
ら
の
研
究
に
お
け
る
青
洲
末
妹
に
関
す
る

誤
っ
た
記
述
に
気
付
き
な
が
ら
も
訂
正
す
る
術
を
持
た
な
か
っ
た
。

記
録
し
た
文
書
も
残
っ
て
お
り
、
「
色
直
し
盃
順
」
（
図
扣
）
に
は
、
我

が
家
を
訪
れ
た
五
代
目
随
賢
始
め
当
時
の
華
岡
家
の
人
々
の
名
前
と
と

も
に
、
和
一
郎
の
母
親
に
当
る
「
柳
川
も
と
」
、
「
も
と
」
の
父
「
川
端

六
左
衛
門
」
の
名
も
見
え
る
ｃ

以
上
よ
り
、
七
代
目
平
兵
衛
柳
川
和
一
郎
の
妻
「
楠
乃
」
の
出
自
に

関
す
る
記
述
と
し
て
「
和
歌
山
華
岡
随
賢
方
よ
り
」
と
し
た
こ
と
に

誤
り
は
無
い
。

と
こ
ろ
が
松
木
は
、
弓
楠
乃
』
な
る
人
物
は
華
岡
家
の
系
譜
に
も
出

て
来
な
い
人
物
で
あ
る
ｃ
札
幌
市
在
住
の
華
岡
青
洲
博
士
に
も
お
尋
ね

し
た
が
皆
目
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
…
中
略
…
し
た
が
っ
て
柳
川
家

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
楠
乃
』
が
華
岡
家
か
ら
嫁
し
て
き
た
と
い
う
記

（
川
）

述
は
誤
り
で
あ
る
。
」
と
し
た
。

こ
の
記
述
も
ま
た
、
原
典
に
当
る
こ
と
無
く
、
偏
っ
た
取
材
か
ら
出

た
結
論
で
あ
り
、
誤
り
で
あ
る
ｃ

七
、
結
び
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今
回
、
松
木
の
論
文
を
知

と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
た
《

即
ち
、
当
家
系
譜
に
関
し

１
１
少
』
ｔ
ｒ
ｌ
叩
り
》
１
１
吋
｝
デ
ム
Ⅷ
ド
ニ
ニ
ロ
ー
１
１
「
ｊ
Ｊ

松
木
は
二
度
黒
江
を
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
一
度
で
も
当
家
へ
足
を
運
び
原
典
に
当
っ
て
く
れ
て
お
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
る
↑
》

ま
た
、
誤
伝
発
信
源
の
誤
解
、
「
楠
乃
」
の
結
婚
否
定
な
ど
本
来
の
手
法
を
無
視
し
た
結
論
の
出
し
方
と
、
そ
の
断
定
的
な
筆
致

し
か
し
、
青
洲
研
究
に
お
け
る
松
木
の
弛
み
な
い
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
誤
謬
を
正
す
機
会
を
作
っ
て
頂
い
た
こ

と
、
「
も
と
」
「
楠
乃
」
に
つ
い
て
も
光
を
当
て
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

は
反
省
を
要
す
と
思
わ
れ
る
〆

一
、
川
端
六
左
衛
門
一
元

以
上
に
つ
い
て
確
認
し
た

誤
っ
た
記
述
に
つ
い
て
は
、

一
、
青
洲
の
末
妹
三
代
目
随
賢
の
四
女
）
が
柳
川
家
に
嫁
し
た
と
い
う
事
実
は
無
い
。

二
、
黒
江
川
端
家
の
子
女
「
も
と
」
が
六
代
目
平
兵
衛
柳
川
信
太
郎
（
宗
太
郎
）
に
嫁
し
て
き
た

三
、
五
代
目
随
賢
（
雲
平
）
の
養
女
「
楠
乃
」
が
七
代
目
平
兵
衛
柳
川
和
一
郎
に
嫁
い
で
き
た
。
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GenealogicalVerificationRegardingSeishuHanaoka,BasedonYanagawa
FamilvArchives

″

YasuhikoYANAGAWAandWaichiroYANAGAWA

Theauthorsaretheheadsofthellthandl2thgenerationsoftheYanagawaFamilyin

Kuroe,Kainancity,Wakayamaprefecture.AccordingtothebooksaboutSeishuHanaoka(華

岡青洲)writtenbyShuzoKure(呉秀三)andKeizoMori(森慶三),SeishuHanaoka's

youngestsistermarriedintotheYanagawaFamily.Theauthorsuncoveredthefollowinginfor-

mationintheYanagawaFamilyarchives.
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l,ItisnottruethattheyoungestsisterofSeishuHanaoka,4thdaughterofZuikenHanaokan

(2代目華岡随賢),marriedintotheYanagawaFamily.

2,Moto(もと),oftheKawabataFamilyinKuroe.daughterofOei(於栄),whowasthethird

daughterofSeishuHanaoka,marriedHeibeYanagawaVI(6代l1柳川平兵衛).

3,Kusuno(楠乃),theadopteddaughterofZllikenHanaokaV.marriedHeibeYanagawam
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